






要約 北海道における HTLV-1 母子感染防止の実態を調査し以下の結論を得た。 

1.北海道における妊婦の抗 HTLV-1 抗体保有頻度は平均 0.6%であり、道内では年間 200-250

件程度の HTLV-1 キャリア妊婦の分娩があるものと推定される。 

2.道内の公的医療機関の約 40%では妊婦に対する抗体スクリーニングが実施されているが、

母子感染防止に関する一定のガイドラインの作成や検査費用負担の問題が解決されれば、

将来検査を実施する予定の施設が多く認められた。 

3.現在大部分の施設では抗体検査の意義を事前に説明していないが、今後感染防止対策を

スムーズに施行していくためには、妊婦に対する抗体検査の意義や母乳感染の重要性に関

する知識を普及していく必要性が認められた。 

4.一部では確認検査を行わずに告知したり、出生児を隔離して保育している施設が認めら

れた。今後は判定基準や分娩児の取扱に関するガイドラインやマニュアルを作成し関係者

への知識の普及に努めていく必要があるものと考えられた。 


